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署名の美しさのポイントは、縦書きか横書きか、毛筆かペンかなどによっても変化するそうです。漢字の場合は画数の多い文字のほうが大きめ
で、画数の少ない文字は小さいけれども線を太めにすることでバランスが取りやすくなるのだそう。

Look!
今回のマルチタッチブックを監修した、書家の野尻泰煌氏の作品を多数見ることができる公式ホームページ→http://taiko-nojiri.jp/　公式ブ
ログ「漢字の言霊」（http://ameblo.jp/taikou-nojiri/）

Look!

iBooks Author▶DIGITAL PUBLISH

❹ 武将の家紋も画像として配置し、不透明度を下げてさりげないあしらいにし
ます。

❻ オブジェクトに図のように［グラデーシ
ョンの塗りつぶし（詳細）］
の設定を行います。全体は
白ですが、左右にいくに従
って不透明度がゼロにな
っています。これで画像と
テクスチャに自然になじ
むぼかしが表現できます。

❼ 略歴のテキストを［スクロールサイドバー］ウィ
ジェットを使って配置します。

❺ 写真とテクスチャとのつなぎ目は、そのままでは境界線がくっきりし過ぎて気になるので、境界上に長方形の図形を配置します。

Look Up! iBooks Authorマルチタッチブックを
作成、活用！

今 号 の テ ー マ

美しい書を書くための
教本を作りたい！

文◦伊達千代

❶ 繰り返し使用するデザインは、［表示］メ
ニューから［レイアウトを
表示］を選択し、マスターと
なるページで行います。

❸ 筆跡のようなラインのデザインは、文字との重なりを見ながら思
い切って不透明度を下げます。

透明機能を活かした上品なデザインPoint 1

iBooks Author 2.0
cアップルジャパン＊Mac App Storeからダウンロード（無料）  B OS X 10.7.4以降  
G 2GBのRAM、1.2GBの空きディスク領域、Keynote '09 v5.2以降（Keynoteウィジェットに必要）、
iBooks 3.0（プレビューとブックバージョン管理に必要）、iTunes Producer v2.8（ブックの公開に必要）、
ネットワーク接続（ブックの公開に必要）

Point1. 透明機能を活かした上品なデザイン
iBooksオーサーは、オブジェクトに不透明度を設定することができます。この
機能を活かして、デザインに上品な透明感と奥行きを表現することができます。

Point4. メディアの特性による機能の使い分け
今回の作品では、ムービーや静止画、静止画を組み合わせて作成したス
ライドショー、BGM、3Dデータとさまざまなメディアを、それぞれ
の目的に合わせて効果的に使用しています。

Point2. 比較のためのギャラリー機能
ギャラリーは複数の画像を1つの枠の中に収め、スワイプして表示さ
せる機能です。今回の作品ではこの機能を、複数の筆致を比べて違いを
見てもらうために使用しています。

なぜマルチタッチブックなのか？
●「書」の動きを表現することができる
●iPadでどこでも見られる
●コンテンツの更新が容易
●iBooksストアのオープンを見越して

満田和哉さん
株式会社サウスポイント
ディレクター。アーティス
トのマネージメントやプ
ロデュースから、イベント
の企画・制作・運営、著作権
の管理までを主な業務と
してこなす。同社所属アー
ティストである書家・野尻泰煌氏の担当ディレク
ターとして、書の展示会や書籍の出版などを企画し
ている。
株式会社サウスポイントホームページ
http://www.southpoint.co.jp

今月のAuthor
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ル
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ッ
チ
ブ
ッ
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あ
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ま
た
書
の
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を
強
調
す
る
た
め
に
も

シ
ン
プ
ル
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控
え
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イ
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け
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背
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レ
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感
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が
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は
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そ
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な
明
暗
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が
ポ
イ
ン
ト
に
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ま
す
。
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イ
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定
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バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
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し
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画
面
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表
現
さ
れ
ま
す
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❷ 背景に和紙の画像を配置し、位置を調整しながら［インスペクタ］パネルの［グラフィック］で［不透明度］のスライダ
を動かし、うっすらと見える程度に調整します。

Point3. インタラクティブな
書のポイント解説
署名を書くときのポイントをより詳し
く解説するために、［インタラクティ
ブ］ウィジェットの機能を用いていま
す。1つの図の中で、より細かい部分
を解説したいときに便利な機能です。

「
書
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世
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ン
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国
際
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術
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表
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最
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世
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ま
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書
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。
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i
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さ
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た
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受
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マ
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チ
タ
ッ
チ
ブ
ッ
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書
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と
し
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完
成
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せ
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こ
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に
し
た
の
だ
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う
。
i
B
o
o
k
s
ス
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が
日
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で
も
オ
ー

プ
ン
す
れ
ば
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将
来
的
に
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売
も
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野
に
入
れ

た
い
と
の
こ
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で
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た
。

今
回
の
マ
ル
チ
タ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
は
、
最
終

的
に
自
分
の
名
前
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つ
ま
り
署
名
を
よ
り
美
し

く
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
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戦
国
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を
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と
し
て
取
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上
げ
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文
字
の
バ
ラ
ン
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の
取
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方
や
書
き
方
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イ
ン
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ど
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氏
が
丁
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に
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詳
し
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解
説
し
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い
ま
す
。

「
書
を
理
解
す
る
に
は
、
筆
の
動
き
や
ス
ピ
ー

ド
感
な
ど
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
の
が
一
番
で

す
。
そ
こ
で
手
元
を
対
面
か
ら
映
し
た
映
像
と
、

文
字
が
書
か
れ
て
い
く
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ま
を
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順
ご
と
に
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し
た
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像
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を
用
意
し
ま
し
た
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満
田
氏
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素
人
で
も
つ
い
見
入
っ
て
し
ま
う
野
尻
氏
の

見
事
な
運
筆
の
映
像
と
、
書
家
自
身
に
よ
る
詳

し
い
解
説
と
で
「
私
に
も
書
け
そ
う
」
と
感
じ

さ
せ
る
魅
力
的
な
教
本
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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ここでは映像をスライドショーに置き換える方法を紹介しましたが、今回の作品ではこの工夫により40MB以上圧縮することに成功していま
す。またムービーの配置サイズの調整でも、1つあたり10MB程度は上下しますので、ぜひいろいろ試してみてください。

Look!
インタラクティブウィジェットの解説は、基本的に同じ拡大率に設定するほうがよいでしょう。またわかりやすくしようとむやみに拡大率を上
げてしまうと、画面移動の際の変化が大きくなり過ぎて見る人が酔うような感覚になってしまうので気をつけてください。

Look!

iBooks AuthorDIGITAL PUBLISH

複
数
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﹇
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ャ
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﹈
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紙
の
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写
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た
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入
れ
る
た
め
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相
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マ
ル
チ

﹇
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テ
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1
つ
の
図
の
中
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よ
り
詳
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な
解
説
を

書
き
込
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こ
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そ
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、
i
P
a
d
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こ
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大
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れ
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今
回
は

署
名
の
漢
字
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書
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イ
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ト
に
つ
い
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を
、
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の
機
能
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入

れ
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い
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。

タ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
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で
す
。
今
回
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作
品
で
は
、

筆
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具
で
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署
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の
画
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を
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ラ
リ
ー
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り
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く
な
っ
て

い
ま
す
。

比較のためのギャラリー機能

インタラクティブな書のポイント解説

Point 2

Point 3

❶ ［ウィジェット］から［ギャラリー］を選択します。作成された
オブジェクトの中に配置したい画像
をドラッグ＆ドロップして入れます。

❶ ［ウィジェット］から［インタラクティブ］を選択します。図のよう
な枠が表示されますので、ここに解説
の元になる図の画像をドラッグ＆ドロ
ップで配置し、位置を整えます。

❷ ［インスペクタ］パネルで、ギャラリーウィジェット
を図のように設定します。これ
で毛筆とそのほかの筆記具と
の署名の書き方をスワイプで
切り替えて比較しやすい状態
になります。

❷ 解説の数は［インスペクタ］パネルの［ウィジェット］→［操作］にある［＋］［－］ボタンで調整できます。まず1つ目の解説を作り、実際の画
像上の解説したいポイントに移動します。テキストを入力し、拡大率を図の
付近に表示されるスライダでコントロールしましょう。

i
B
o
o
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や
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画
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収
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す
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イ
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す
。

メディアの特性による機能の使い分けPoint 4

❶ 筆の運びがわかりやすいよう、アクリル板の上で1筆ずつ下から光を当てながら撮影したものを反転して動画にしてあります。微妙な筆遣いを見てもらうために、ムービーでなくてはならない素材であり、なおかつ配置サイズもあ
まり小さくは扱いたくありません。

❹ 野尻氏の篆字作品です。3Dファイルになっており、iPad上
でクルクル動かして、さまざまな角
度から見ることができます。

❸ プロフィールのページに配置したスライドショーの画像です。もとも
とはムービーファイルとして作成してい
ましたが、ファイルサイズをコンパクト
にするため、静止画をつなぎ合わせてキ
ーノートでスライドショーにしました。

マルチタッチブックを作ってみて…
iBooksオーサーは操作も機能もシンプルでわかりやすく、さほど知識が
なくても簡単にマルチタッチブックを作成することができました。署名の
ムービーなど素材を準備するのは大変でしたが、一度作成してしまえば
WEBなどのほかの媒体とも共通で使ってくことができます。今後は同じ
テーマでのアプリ開発も視野に入れているので、そのプロモーション的な
ツールとしてのマルチタッチブック、というのもアリだなと思いました。

今後の課題
今回のマルチタッチブックは、初心者の方にも「書」の楽しみを感じても
らえる仕上がりになったと満足しています。ムービーや書家のコメント
などを画像に付加できるのは、マルチタッチブックならではのよさだと
感じました。今後さらにコンテンツを充実したものにしていくとともに、
もっと書の精神性や漢字のパワーを伝えられるような仕組みができな
いものか、考えていきたいと思います。

完成

❷ ページの右側に配置しているのは、対
面から撮影してあるムー
ビーです。こちらはファイ
ルサイズを小さくするた
めに、小さめにレイアウト
しています。

❸ そのほかのポイント解説も同様の手順で配置すれば、インタラクティブウィジェットの部分は完成です。ポイントが視覚的に解説されているのがわかります。

活用事例＆作ってみたい方募集！
Mac Fanでは、iBooksオーサーを使った事例を募集しています。下記宛先
にご連絡ください。ご応募いただいた事例は本誌WEBサイトにてご紹介さ
せていただきます。また、本連載用に取材をお願いさせていただくこともあ
ります。これを機に作ってみたい、新しい宣伝の手段として考えたい方もぜ
ひこちらへ！
宛先：mfuser@mynavi.jp　件名：「iBooksオーサー事例応募」

完成作品は
本誌WEBサイトに公開!


